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発行／安城市協働に関する指針を考える市民会議 
事務局／安城市 市民協働課 

TEL(0566)71-2218 FAX(0566)76-1112 

MAIL：kyodo@city.anjo.lg.jp 
HOME：http://www.city.anjo.aichi.jp/ 

●「あんねっと」とかわらばんへのご意見・ご感想をメール・ 
電話・ＦＡＸで募集します。 

●どんどんお寄せください。お待ちしております。 

わ
く
わ
く
交
流
会
２
０
１
２
開
催
！ 

協
働
に
関
す
る
指
針
検
討
も
大
詰
め
に 

第24回 

2011.12.8 

裏面へ続く 

厳
し
い
寒
さ
の
間
に
も
、
少
し
ず
つ
暖
か
い
日
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
春
は
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま

す
。 

 

あ
ん
ね
っ
と
で
は
、
１
月
29
日
（
日
）
に
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
と
協
働
で
「
わ
く
わ
く
交
流
会
２
０
１
２
～
今
日
ど

う
？
（
協
働
）
つ
な
が
る
っ
て
い
い
ネ
～
」
を
開
催
し
ま
し

た
。 第

24
回
で
企
画
会
議
を
行
い
、
第
25
回
は
実
際
の
開
催

場
所
で
あ
る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
ま
し

た
。
あ
ん
ね
っ
と
メ
ン
バ
ー
と
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ

ッ
フ
に
よ
り
、
協
働
を
実
践
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
当
日
は
参
加
者
の
方
へ
協
働
に
関
す
る
指
針
（
案
）

の
お
披
露
目
を
行
い
、
協
働
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
ま
し
た
。
実
際
に
協
働
事
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
生
ま
れ
、

刺
激
的
な
内
容
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
第
26
回
の
あ
ん
ね
っ
と
で
わ
く
わ
く
交
流
会
を

ふ
り
か
え
り
全
体
ト
ー
ク
。
２
月
20
日
の
審
議
会
で
の
審
議

を
経
て
、
２
月
22
日
に
審
議
会
か
ら
市
長
へ
、
協
働
に
関
す

る
指
針
を
答
申
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
指
針
作
成
を
目
標
と

し
た
あ
ん
ね
っ
と
は
、
３
月
15
日
で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

 安城市 
協働に関する指針を考える 
市民会議 

第 10 号

第
24
回
あ
ん
ね
っ
と

で
は
、
わ
く
わ
く
交
流
会

の
企
画
内
容
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
３
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

Ａ
＝
参
加
者
募
集
・
会
場

準
備
な
ど
、
Ｂ
＝
交
流
タ

イ
ム
・
井
戸
端
会
議
な

ど
、
Ｃ
＝
指
針
の
説
明
・

第
二
部
協
働
タ
イ
ム
の

進
行
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
年
４
月
以
降

の
新
生
あ
ん
ね
っ
と
に

つ
い
て
、
正
副
会
長
か
ら

提
案
が
あ
り
、
全
員
で
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

あんねっと２４ 楽しかったです。気軽に

意見が言えました。／テーブルマスターに

あまり負担がいかない工夫ができるとい

いネ！／いろいろな提案がでてきたこと

は大変よかったと思います。建設的な意見

が多く出された良い交流会が開催できる

ことを期待したい。 

ひとことアンケート わくわく交流会 話し合い途中、会話が途

切れることなくできていた。／行政の色が

あまり出ず、市民全体でやれた感じがあっ

た。／たくさんの意見が出たこと。本当に

コラボできそうな臭いがぷんぷんしまし

た。／詰め込みすぎたようです。欲張りは

良くない…。時間オーバーは最後の印象が

良くなくなってしまいますね。 

あんねっと２６ 会場の花飾りが役に立っ

てうれしいです。／話し易い環境づくり、あ

りがとうございます。小森さんの努力が実れ

ばよいですね。／協働の指針のサブタイトル

何とか決まりましたね。風車をもじって風を

取り入れるなんてすばらしい。／市民活動セ

ンターのわくわく交流会の視点が全く出て

いないことは少し疑問です。 

第25回 

2012.1.19 
第
25
回
あ
ん
ね
っ
と
で
は
、
10
日
後
の

わ
く
わ
く
交
流
会
に
向
け
て
会
場
下
見
・
進

行
の
確
認
を
兼
ね
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い

ま
し
た
。 

「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」
や
「
第
一
部
交
流

タ
イ
ム
、
第
二
部
協
働
タ
イ
ム
」
の
進
行
、

「
協
働
に
関
す
る
指
針
（
案
）
の
説
明
」
に

つ
い
て
は
各
担
当
が
一
連
の
流
れ
を
確
認
。

ま
た
当
日
は
、
テ
ー
ブ
ル
毎
に
色
々
な
話
し

合
い
を
進
め
て
も
ら
う
た
め
、
あ
ん
ね
っ
と

メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ス
タ

ー
」「
書
記
」
担
当
も
選
び
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
次
回
は
本
番
。
あ
ん
ね
っ
と
の

準
備
は
Ｏ
Ｋ
で
す
。
後
は
、
参
加
者
が
沢
山

き
て
く
れ
る
と
い
い
な
・
・
・
。 

Ａ 【参加者募集】 参加していただけるように工夫して

メッセージを！／ポストイット etc 手書きでひとこと入れ

る／手渡しできない人には「ぼらりん」に同封 

【会場準備】 飲み物(500～350ml)、おかし(駄菓子)個包

装になっているものを用意する(予算4000 円程度) ／お

花・小物／はじまるまでのＢＧＭ(ＪＡＺＺ)／展示パネル

にかわらばんを拡大して展示／参加団体分の紹介資料

を、インターネットからプリントアウトして掲示する 

【名刺交換】 各々が持っている名刺は事前に作成 

 B  【第 1 部（仮称）交流タイム】 話題カードを用意、

引いてもらって話してもらう→共感 ・イイネ！と思えば

シールを自己紹介カードに／知り合い同士は座らない

／時間管理／1 回目で話さなかった人のグループへ／

自己紹介(1 分)、カードを用いて話す(4 分) ／イイネ！シ

ールを貼った自己紹介カードを掲示し、他のグループの

ものも見て、シールを貼る＋名刺交換・交流も／Ｂチー

ム代表が話す／井戸端会議／6 人 1 テーブルで最大

12 テーブル／1 テーブルに 1 テーブルマスターで最大

12 人必要(Ｂ＋Ｃ のメンバー) 

C 【第 2 部（仮称）交流タイム】 テーブルマスターはみ

んなの言葉のキャッチボールを促して／指針を読み込

むのは難しい。体験型にする？→クイズ形式 ex.）天才

クイズのような…（景品はＤａｉｌｙサイダー？）／テーブル

マスターがクイズ司会者になる／「こんな協働した

い！」「こんな協働できるよ！」の発表←イイネ！シー

ルで評価。アイデア賞には金のイイネ！シールを貼る。

たくさん集めたテーブルの勝ち！テーブル対抗とする

／井戸端会議→作戦会議／きょうどう？大作戦 

わ
く
わ
く
交
流
会 

リ
ハ
ー
サ
ル
！ 

当日のおしながき 

１．あいさつ 
２．アイスブレイク 
３．第一部 交流タイム 

「井戸端会議」 
４．休憩・名刺交換 
５．第二部 協働タイム 

「テーブル対抗！ 
きょうどう大作戦」 

～協働に関する 
指針（案）の紹介～ 

６．閉会 

グループワーク「企画しよう！あんねっとフォーラム（2）」 

有志の打合せも行いました！ 

交流会開催に向けて「わくわく交流会実行委員会」

に、あんねっとからも有志のメンバーが参加して具体

的な進行などの打合せを行いました。 
実行委員会は１１/２、１１/２２、１２/２７、１/
１３の計４回わくわくセンターで開催しました。 
その他、頻繁にメール交換して連絡を取り合いなが

ら準備を進めました。当日使用するパワーポイントや

小物の用意、お茶・お菓子の買出し、会場装飾のお花

なども準備しました。これらをメンバーの“手づくり”

で行いました。 
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第1部 交流タイム『井戸端会議』ダイジェスト 

①【団体自慢】 小学生

を対象に月 2 回読み聞

かせ。中高生の本離れ

が顕著。読む聞くでコミ

ュニケーションがとれ

る。＜あんみつ＞ 

②【私の夢や悩み事】 
高齢者、弱視の方にも

声の広報を聞かせてあ

げたい！＜安城ひびき

の会＞【こんな人探し

てます！】 頑固な人、

わがままな人。＜あん

き会＞ 

③【団体自慢】 ﾃｸﾆｯｸ

を他の人たちにも伝え

ている。ノウハウに自信

あり。【私の夢や悩み

事】 子ども達が将来も

のづくりができるか不

安。楽しいという事を伝

えたい。 

④【団体自慢】 男女共

同参画を進めているの

で男性にももっと参加し

て欲しい【こんな人探し

てます！】 視覚障害者

に関する読み聞かせを

手伝っていただける方 

⑤【団体自慢】 福祉に力

を入れている。会のモット

ーは「困った人を助けてナ

ンボ！」 
【私の夢や悩み事】 スタ

ッフが集まらない。 

⑥【団体自慢】 幅広い

年代の方と交流できま

す。【こんな人探してま

す！】 活動に参加し楽

しく盛り上げてくれる人。 

⑦【私の夢や悩み事】

子どもに読み聞かせ会

をやりたい。＜ふれあ

い「えのき」＞【こんな人

探してます！】 メンバ

ーをもっと増やしたい。

＜消費生活学校＞ 

⑧【団体自慢】 習い事

じゃなくて勉強が大事。

男女共同参画。【こんな

人探してます！】 サロ

ン･バザールをやってい

たり、防災について良い

取組をしている人たち。 

⑨【団体自慢】 「私達の

健康は私達の手で」が

スローガン【こんな人探

してます！】 消費生活

展で一緒に活動してくれ

る人 

 
【 】内はトークテーマ 
＜＞内は活動団体名 

わくわく交流会 

2011.1.29 

第26回 

2011.2.9 
第
26
回
あ
ん
ね
っ
と
は
、
協
働
に

関
す
る
指
針
（
最
終
案
）
の
確
認
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
事
務
局
か

ら
の
変
更
点
の
説
明
の
後
、
最
終
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
最
後
に
は

あ
ん
ね
っ
と
と
し
て
、
全
員
の
拍
手

で
指
針
最
終
案
を
承
認
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ

れ
よ
か
っ
た
点
・
反
省
点
を
振
り
返

り
ま
し
た
。 

全体トーク「ふりかえろう！あんねっとフォーラム」 

●よかった点～評価・手ごたえ 
【交流できた！みんなで話し合うことができた！】 
熱心・活発に活動している団体の出会いがあったこ

と。【あんねっとメンバーが輝いていた！】 役員の

皆さんがそれぞれの持ち場・役割を守っていただい

た。【広く市民が参加できた】 登録団体以外の市民

に参加していただけたこと。【自分たちの考えた計

画が生きていた！】 サラダやいいね！シールなど

自分たちの伝え方が効果的だった。／石川さんの

サラダの寄せ植え、素晴らしかった。 

●反省点～こうしたらもっと良くなる！
【タイムスケジュールのこと】 終わりの時間を守

れるとよかったネ！／客観的に判断するタイム

キーパーが要る。【企画・内容のこと】 名刺交換

タイムを通して交流すると良いのでは？／テー

ブルマスターは団体紹介ができるよう配慮してほ

しい。【広く市民を集められなかった】 農業者（生

産者）がいなかったのが残念でした。【その他】

「協働」の意味、指針についてはどれだけ理解さ

れたのかが不明（とにかく忙しくて）。 

フ
ォ
ー
ラ
ム 

ふ
り
か
え
り
！ 

第2部 協働タイム 

『テーブル対抗！きょうどう大作戦』

協働のアイデア提案 
①アルバイト＋インターンシップを組合わせ

て、関係するところとつなげたい。 
②情報発信～町内会の回覧を活用。 
③南吉カフェコラボレーション。（読み聞か

せ）、週がわりランチタイムお試しシェフ） 
④『ご近所福祉』 町内会＆社協の協働。 
⑤市民・団体・事業者・市をつなぐｺｰﾃﾞｨﾈｰ 

ﾀｰの養成。 
⑥ドレッシングとしての心意気。（役に立って

うれしい。楽しい。） 
⑦防災に関係ない人（団体）はいない。老若

男女、様々な分野 
⑧ねむっているサルビアスタンプの活用。 
⑨学校関係と協力しながら、子どもの食育

に関する指導をしている。 

 

内
容
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
が
交
流
タ
イ
ム

『
井
戸
端
会
議
』、
第
二
部
が
協
働
タ
イ
ム
『
テ
ー

ブ
ル
対
抗
！
き
ょ
う
ど
う
大
作
戦
』。
９
つ
の
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

活
動
団
体
の
交
流
と
協
働
に
関
す
る
指
針
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

第9回審議会 

2011.2.20 

 

第
９
回
審
議
会
の
議
題
は
、

①
安
城
市
協
働
に
関
す
る
指
針

（
案
）
に
つ
い
て
②
安
城
市
市

民
協
働
推
進
条
例
（
案
）
に
つ

い
て
で
し
た
。 

①
は
、
前
回
審
議
会
か
ら
の

変
更
点
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
。
出
席
委
員
全
員
の
承
認

を
受
け
、
22
日
に
市
長
へ
答
申

し
ま
し
た
。
②
は
指
針
を
も
と

に
作
成
し
た
条
例
案
に
つ
い
て

事
務
局
が
説
明
し
、
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。 

編集後記 

多くの方のご参加ありがとうございました！！

参加者アンケート結果 

地域と密着した活動として発展させる為

にどうしたら良いかアイデアをもらえた。

／井戸端会議にしてはテーマがカタイ。／

行政にまかせることなく、住みよい安城を

作ろうとしている人がいるとわかった。／

自分の方から飛び込んで話すことができ

なかった。／地域の課題を解決する為に協

働する事の必要性を理解できた。／難しい

ことだと思いますが、これからも学んでい

きたいと思います。／協働コーディネー

ターという言葉をはじめて知りました。 

あんねっと新聞も今回で第１０号とな

り、第１号の発刊から早２年が経過しまし

た。市民会議～あんねっとも約月１回のペ

ースで、合計２７回も開催しました。 
４月以降も、完成した協働に関する指針

を活かしていくために、小森会長を中心に

「新生あんねっと」を立ち上げる予定で

す。今後もあんねっとの活動にご期待くだ

さい！（大） 

あんねっと～これまでの活動記録 

市民参加編 市民協働編 

２１ ２２ ２４ ２３ 年 

活

動

内

容 

●
素
案
の
た
た
き
台 

リ
フ
ァ
イ
ン 

●
協
働
編
ス
タ
ー
ト 

●
市
民
参
加
条
例
素
案
の 

た
た
き
台
作
成 

●
分
科
会
に
よ
る
検
討 

●
勉
強
会 

●
参
加
編
ス
タ
ー
ト 

●
協
働
の
指
針
中
間
ま
と
め

●
わ
く
わ
く
交
流
会
開
催 

●
新
年
度
キ
ッ
ク
オ
フ
全
体
会 

●
分
科
会
に
よ
る
検
討 

●
協
働
に
関
す
る
指
針
の 

た
た
き
台
作
成 

●
指
針
の
た
た
き
台 

リ
フ
ァ
イ
ン 

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画
会 

い
よ
い
よ
わ
く
わ

く
交
流
会
の
開
催
で

す
。
一
般
参
加
者
41

名
、
あ
ん
ね
っ
と
24

名
、
わ
く
わ
く
セ
ン
タ

ー
７
名
、
事
務
局
９
名

の
合
計
81
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

アイスブレイク 
担当 
山下さん 

指針説明担当 
小森さん 

第2 部 
ファシリテーター
小鹿さん 

第1 部 
ファシリテーター
神谷さん 

わくわくセンター

長 
舟橋さん 

お礼の挨拶 
石川さん 


